
校内研修計画 

山梨市立笛川小学校 

１ 学校課題 

  平成28年度に牧丘・三富の４つの小学校が統合して，５年目を迎えた。 

現在の1年生から５年生までの児童は統合後に入学した児童であり，単学級の学校で，共通して見られる児

童間の人間関係に関する課題は少なくない。 

本校は，統合前の平成 27 年度より３年間，文部科学省の「少子化・人口減少に対応した活力ある学校教育

推進事業」の研究指定を受け，取り組みを重ねてきた。その中の一つとして，タブレットを中心としたICT機

器を活用した授業で，子供たち同士の考えを交流し合いながら課題解決の協働を図る研究を行った。 

また，平成２９年度から３年間，山梨県より小中連携研究推進校の指定を受け，笛川中学校と共に，小中連

携を図ってきた。小中９年間で育むべき子ども像を共有し，小・中９年間の教育課程を算数・数学科と英語科

で作成したり，児童会・生徒会活動のあいさつ運動を合同で行ったりしてきた。小学校から中学校への継続を

意識する中で，高学年の家庭学習を中学校の生活ノートに合わせた形で行ってきた。小学校高学年から中学校

への接続を意識した家庭学習が行われるようになったが，低学年から中学年，中学年から高学年への系統立て

た家庭学習や家庭学習の十分な定着，家庭との連携において課題が残っている。 

 

２ 研究主題 「家庭学習の取り組みを工夫し，自ら考え，進んで学ぶ児童の育成」 

～義務教育９年間を見通した家庭学習の充実を目指して～ 

 

３ 主題設定の理由 

昨年度の学校評価（一次評価）において，『家庭と連携し、家庭学習を習慣化させている。』については，職

員の９０％が肯定的にとらえていたが，「ややそう思わない」が１０％いた。その内容としては，「宿題をする

習慣化」や「家庭との連携」に課題を感じていることがわかった。また，保護者からの学校評価アンケートよ

り８割以上の保護者が『①どの子にとっても「楽しい」「わかる」「できる」授業を行う。②家庭と連携し、家

庭学習を習慣化させる。』の項目に対し，「概ね達している」と答えていたが，個別の意見をみると，「家庭学習

と授業は有機的に結びついていない。」「家庭学習が習慣化している学年としていない学年との差があると思

う。」などの課題が見られた。 

昨年度までの家庭学習のあり方で，教師，保護者共に学校と家庭の連携部分において，課題が残っていると

感じていることがわかる。また，保護者の意見を見ると児童の家庭学習の内容に差が生じてきていることがわ

かる。昨年度末の新型コロナウィルス感染症に伴う突然の休校により，約３週間の家庭学習を余儀なくされ，

多くの児童・保護者，および教師が戸惑った。家庭学習の習慣化が徹底されていれば，不安感は多少少なかっ

ただろう。そこで，今年度の校内研では，笛川小においての家庭学習のあり方を見直し，取り組みの強化を図

っていきたい。家庭への周知を徹底し，児童・学校・家庭が一体となって取り組めるよう研究していく。 
 

４ 研究の具体的内容と方法 

（１）研究の内容 

① 家庭学習の目標や目的を共通理解する。 

② 家庭学習に向かう目指す児童像を設定し，各学年で発達段階に応じた取り組みを展開する。 

（型・内容・提出方法・スタンバイタイムの活用） 

③ 家庭学習の内容や取り組み方を検討し，実践する。 

④ 家庭学習に関する家庭への支援のあり方を検討し，実践する。 

（２）研究の方法 

① 文献や他校の実践から家庭学習の内容や取り組みの実践例を収集・検討する。 

② 家庭学習の実態を保護者アンケート，児童アンケート等から把握する。 

③ 小学校６年間を見通し，さらに中学校へつながる家庭学習の系統性を明らかにする。 

④ どんな家庭学習をどのように進めるか実践研究する。 



 

 

 

年間校内研修計画 

 

 

研究主任 上野 瞳 

 

回数 月 日 曜

日

内 容  TC要請 

１ ４ ８ 水 研究の方向性の検討 全体会  

２ ４ 15 水 研究主題・研究内容・研究計画等の検討 全体会  

３ ５ 20 水 研究主題・研究内容・研究計画等の決定報告 

笛川小家庭学習について 

全体会  

４ ５ 27 水 笛川小家庭学習について ブロック研  

５ ６ 24 水 家庭学習についての学習会（講師招聘） 全体会 有り 

６ ８ 19 水 教育課程 環流報告 全体会  

７ ９ 23 水 一人一実践環流 全体会  

８ 10 ７ 水 一人一実践環流 全体会  

９ 10 21 水 初任者研究授業 全体会  

１１／４（水）ブロック交流② 小学校（６年）での授業参観（予定）  

10 11 25 水 初任者研究授業 全体会  

11 １ 27 水 研究紀要について 全体会  

12 ２ 24 水 まとめ 全体会  

13 ３ ３ 水 来年度の方向性 全体会  

 

 

 

 

 

 


